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平成 25 年 9 月 13 日 

 

平成 25 年 オホーツク海海域におけるケガニ資源密度調査結果報告書 

 
稚内水産試験場 
網走水産試験場 

 

要  約 

・ 平成 25 年の資源密度調査によるオホーツク海海域全体の甲長７cm 以上の雄

（平成 26 年度の漁獲対象資源）の資源量指数は前年の 1.4 倍に増加し、その

水準は中水準であった。 

・ 甲長８cm 以上の雄（獲り残し群）の資源量指数は、前年の 1.4 倍に増加した。

・ 甲長７cm 台の雄（新規加入群）の資源量指数は、前年の 1.3 倍に増加した。

・ 甲長７cm 未満の雄（平成 27 年度以降に漁獲対象となるケガニ）は前年の 0.4

倍に減少した。 

・ 以上のことから、平成 26 年度漁期には、新規加入群、獲り残し群ともに増加

し、これらを合計した漁獲対象資源は中水準であると考えられる。しかし、甲

長７cm 未満の雄が再び減少したことから、今後の資源動向には注意が必要で

ある。 

 

 

１．目的 

  オホーツク海海域に分布するケガニ資源の有効かつ持続的な利用を図るため、資源

評価を行い、ABC（生物学的許容漁獲量）の算出および許容漁獲量設定のための基礎

資料とする。 
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３．甲長７㎝以上の雄（翌年漁期の漁獲対象群）の資源量指数（図２、３） 

  甲長７㎝以上の雄の資源量指数は、平成18年から平成21年まで減少傾向、平成22、

23 年は低水準で推移した後、増加に転じ、平成 25 年の値は前年比 1.4 倍の 22,252

となり、平成 12 年並みの値となった。また、資源水準は前年に続き中水準であった

（図２）。なお、資源水準の基準については、平成元年～平成 20 年（20 年分）の資源

密度調査における資源量指数の平均値を基に、平均値 17,253×（0.6～1.4）の範囲を

中水準、その上下を高水準と低水準とした。 

甲長７㎝以上の雄の資源量指数は、宗谷管内とオホーツク管内で類似した変動傾向

を示した。平成 25 年の両管内の値は宗谷管内で 11,696（前年比 1.4 倍）、オホーツク

管内で 10,556（同 1.3 倍）であった（図３）。 

 

 

図２ 資源密度調査における甲長 7cm 以上雄（翌年漁期の漁獲対象群）の資源量指数と

資源水準 

 

 

図３ 資源密度調査における甲長 7cm 以上雄（翌年漁期の漁獲対象群）の総合振興局管

内別資源量指数の推移 
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４．雄の甲長別資源量指数（図４） 

（１）甲長８cm 以上（獲り残し群） 

８cm 以上の資源量指数は平成 18 年から平成 21 年まで減少傾向、平成 22、23 年は

横ばいで推移した後、増加に転じ、平成25年の値は前年比1.4倍の 17,231となった。 

（２）甲長７cm 台（新規加入群：翌年漁期に新たに漁獲対象となる群） 

７cm 台の資源量指数は平成 18 年から平成 21 年まで減少傾向であったが、平成 22

年以降は増加に転じ、平成 25 年の値は前年比 1.3 倍の 5,021 となった。 

（３）甲長７㎝未満（翌々年漁期以降に漁獲対象となる群） 

  ７㎝未満の資源量指数は平成 18 年以降低い水準が続いた後、平成 24 年に大幅に増

加したが、平成 25 年には前年比 0.4 倍の 603 まで減少し、平成 22 年並みの値であっ

た。そのため、今後の資源動向には注意が必要である。 

 

 

図４ 資源密度調査における雄の甲長別資源量指数の推移 
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